様式第１３－１号


○○第　○○○　号
令和○○(20××)年○○月○○日
様
発注機関の長
特　　　定　　　通　　　知　　　書
　令和○○年○○月○○日付けで貴社から提出のあった次の業務の技術提案書を特定しましたので、その旨通知します。
　業務名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○○第　○○○　号
令和○○(20××)年○○月○○日
様
発注機関の長
非　　特　　定　　通　　知　　書
　令和○○年○○月○○日付けで貴社から提出のあった次の業務の技術提案書については、下記の理由により技術提案書の提出者として特定しなかったので通知します。
　なお、この通知の日の翌日から起算して７日（土曜日、日曜日及び祝日等を含まない。）以内に書面（様式は自由）により、非特定理由についての説明を求めることができます。
　業務名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記
　貴社については、評価の着目点のうち、○○及び○○において他社が優位であると判断したため、非特定としたものです。
【注：○○には、点数差が大きい評価項目について「業務主任技術者の技術者資格」、「担当技術者の同種及び類似業務の実績の内容」、「特定テーマに対する技術提案における特定テーマ間の整合性」等の評価の着目点を具体的に記述することとする。なお点数差が大きい評価項目がない場合や特定に影響を与えた評価項目が明確でない場合（評価項目1は評価が高いが評価項目２は評価が低くトータルとして評価点が１位ではなくなった場合）など具体的な記述が困難な場合は、「貴社については、総合評価において他社が優位・・・」と記述する。】
･記載例１
貴社については、評価の着目点のうち、業務主任技術者の技術者資格及び特定テーマ２における的確性において他社が優位であると判断したため、非特定としたものです。
･記載例２
貴社については、評価の着目点のうち、実施方針･実施フロー･工程表･その他における業務理解度において他社が優位であると判断したため、非特定としたものです。
･記載例３
貴社については、総合評価において他社が優位であると判断したため、非特定としたものです。
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